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富士山憲章ニュース 

 

令
和
元
年
5
月
21
日
（
火
）
、
山
梨
県
立

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
北
館
研
修
室

に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
富
士
山
憲
章
山
梨

県
推
進
会
議
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 
 
 

年
に
山
梨
・
静
岡
両
県
で
制
定
し
た
「富

士
山
憲
章
」の
普
及
啓
発
や
富
士
山
の
環

境
保
全
と
適
正
利
用
を
推
進
す
る
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

幹
事
会
で
は
、
前
年
度
の
活
動
内
容
が

報
告
さ
れ
る
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
「
富
士
山
憲
章
」を
知
っ
て
頂
き
、

ま
た
富
士
山
の
保
全
に
協
力
し
て
頂
く
た

め
の
今
年
度
事
業
を
決
定
し
ま
し
た
。 

  令和元年度富士山憲章 

 山梨県推進会議幹事会の様子 

平
成
30
年
度 

活
動
報
告 

昨
年
度
も
、
大
変
多
く
の
方
々
に
当
セ

ン
タ
ー
の
事
業
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。 

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
の
マ
イ
カ
ー
規
制

期
間
中
の
混
雑
期
、
山
梨
県
立
富
士
北

麓
駐
車
場
で
実
施
し
た
「富
士
山
美
化

啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
は
、
9
日
間
で
の

べ
１
０
３
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
参

加
頂
き
、
富
士
北
麓
駐
車
場
の
バ
ス
停
付

近
に
て
、
登
山
者
や
観
光
客
に
環
境
マ

ナ
ー
の
呼
び
か
け
や
ゴ
ミ
袋
等
の
啓
発
物

品
を
配
布
、
ま
た
場
内
の
清
掃
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。 

 

 

   

 
 

 
 

 

「第
16
回
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年
～
富
士

山
あ
て
年
賀
状
～
」に
は
、
全
国
47
都
道
府

県
よ
り
過
去
最
多
１
８
６
１
点
の
ご
応
募
を

頂
き
ま
し
た
。
富
士
山
へ
の
愛
に
溢
れ
る
作

品
を
多
く
の
方
々
に
ご
覧
頂
く
た
め
、
山
梨

県
内
各
所
に
て
入
賞
・入
選
作
品
展
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
富
士
山
へ
の
想
い
が
詰
ま
っ

た
力
作
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
「富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展
」

を
、
山
梨
県
内
だ
け
で
な
く
東
京
都
内
で

も
開
催
し
、
沢
山
の
方
々
に
足
を
お
運
び
い

た
だ
き
ま
し
た
。
写
真
展
で
は
、
富
士
山
レ

ン
ジ
ャ
ー
が
撮
影
し
た
美
し
い
風
景
や
動

植
物
、
富
士
山
が
抱
え
て
い
る
問
題
な
ど

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
美
し
い
だ
け
で
は
な

い
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
な
ら
で
は
の
視
点

で
撮
ら
れ
た
写
真
を
今
後
も
多
く
の
方
々

に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

三ツ峠グリーンセンター 

甲府市立図書館 
富士山樹空の森 

登山者や観光客に環境

マナーを呼びかける 

ボランティアの皆様 

河口湖町役場 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運
営

し
て
い
る
富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議

は
、
山
梨
県
と
富
士
北
麓
地
域
の
7
市

町
村
（富
士
吉
田
市
、
西
桂
町
、
忍
野
村
、

山
中
湖
村
、
富
士
河
口
湖
町
、
鳴
沢
村
、

身
延
町
）、
2
つ
の
恩
賜
林
組
合
（
富
士
吉

田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組

合
、
鳴
沢
・
富
士
河
口
湖
恩
賜
県
有
財
産

保
護
組
合
）で
構
成
さ
れ
て
お
り
平
成
10 



 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

皆
様
か
ら
の
募
金
の
ご
協
力
を
お
願
し
て

お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金

は
、
富
士
山
の
環
境
保
全
の
費
用
と
し
て

大
切
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 

募
金
箱
は
、
次
の
場
所
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。 

・
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

・
富
士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー 

・
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所 

・
道
の
駅
富
士
吉
田 

・
ふ
じ
や
ま
ビ
ー
ル 

・
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

・富
士
湧
水
の
里
水
族
館 

富士山憲章ニュース 

 

平
成
31
年
2
月
13
日
（水
）、
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
東
海
株
式
会
社
様
よ
り
富
士
山
環
境

保
全
募
金
へ
寄
付
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

 

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
海(

株)

様
は
、
環
境
保

全
活
動
な
ど
広
く
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
平
成
17
年
よ
り

毎
年
富
士
山
環
境
保
全
募
金
に
ご
寄
附
頂

い
て
お
り
ま
す
。 

 

頂
い
た
寄
付
金
は
、
富
士
山
の
環
境
保
全

の
た
め
の
費
用
と
し
て
大
切
に
活
用
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。  

・山
中
湖
観
光
案
内
所 

・山
中
湖 

紅
富
士
の
湯 

・山
中
湖 

花
の
都
公
園 

・富
士
河
口
湖
観
光
総
合
案
内
所 

・河
口
湖
自
然
生
活
館 

・道
の
駅
な
る
さ
わ 

・な
か
と
み
和
紙
の
里
現
代
工
芸
美
術
館 

 
 

マックスバリュ東海(株)総務部の高畑次長(左)と 

富士山憲章山梨県推進会議の小倉事務局長 

な
が
ら
富
士
山
の
自
然
と
歴
史
を
味
わ
え

る
コ
ー
ス
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

令
和
元
年 

活
動
報
告 

 
 

平
成
か
ら
令
和
に
元
号
が
変
わ
っ
た
本
年

度
は
、
未
来
を
担
う
若
い
世
代
に
改
め
て
富

士
山
憲
章
や
富
士
山
の
保
全
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
う
た
め
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
作
成
、
配

布
し
、
よ
り
多
く
の
子
供
た
ち
が
富
士
山
に

つ
い
て
学
ぶ
た
め
に
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う

働
き
か
け
て
行
き
ま
す
。  

 

ま
た
、
「
富
士
山
美
化
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
、
「
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
、
「富
士

さ
ん
へ
謹
賀
新
年
」も
例
年
通
り
実
施
し
ま

す
。 

 

ま
ず
、
山
梨
県
立
富
士
北
麓
駐
車
場
で
実

施
す
る
「富
士
山
美
化
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

は
、
７
月

13
（
土
）
～
15

日
（
月
）
、
８
月

10

（
土
）
～
15
日
（
木
）の
計
９
日
間
行
い
ま
す
。

啓
発
物
品
を
配
布
し
な
が
ら
ゴ
ミ
の
持
ち
帰

り
な
ど
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
環
境
保

全
の
た
め
の
清
掃
活
動
も
行
い
ま
す
。 

 

次
に
、
令
和
元
年
度
初
の
「富
士
山
エ
コ
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
」は
、
世
界
遺
産
富
士
山
の
構
成

資
産
で
あ
る
旧
胎
内
（
船
津
胎
内
樹
型
）
か

ら
新
胎
内
（吉
田
胎
内
樹
型
）、
中
ノ
茶
屋
ま

で
の
古
道
を
散
策
し
ま
す
。
富
士
北
麓
の
植

物
相
や
富
士
信
仰
の
史
跡
を
実
際
に
た
ど
り

リニューアルしました 



外来植物駆除の様子 駆除した量の計測の様子 

 

４
月
12
日(

金)

と
６
月
８
日(

土)

、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
「
富
士
山
ク
ラ
ブ
」
主
催
富
士
山
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
事
業
の
焼
間
清
掃
活
動
に
参
加
し

ま
し
た
。
焼
間
の
不
法
投
棄
は
数
十
年
前
か

ら
家
の
解
体
ゴ
ミ
数
軒
分
が
土
の
中
に
埋
め

ら
れ
て
い
て
、
ご
み
を
土
か
ら
掘
り
出
し
な
が

ら
分
別
を
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
機
械
は
使
え
な

い
た
め
、
継
続
的
に
人
力
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

４
月
12
日
は
一
般
企
業
の
新
入
社
員
の
方
々

１
８
８
名
と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
泥
だ
ら
け

に
な
り
な
が
ら
の
大
変
な
作
業
で
し
た
が
、
新

入
社
員
の
方
た
ち
も
気
持
ち
よ
く
作
業
し
て

下
さ
り
、
み
ん
な
で
と
て
も
良
い
汗
を
流
し
ま

し
た
。 

 
 

６
月
８
日
は
別
な
一
般
企
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

70
名
と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
当

活
動
を
応
援
し
て
い
る
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
野
口

健
さ
ん
も
参
加
し
、
１
ｔ
近
く
の
ゴ
ミ
を
回

収
・
分
別
し
ま
し
た
。 

 

富
士
北
麓
を
横
切
る
東
海
自
然
歩
道
の
う

ち
、
大
平
山
周
辺
と
三
湖
台
周
辺
は
定
期
的

に
ベ
ン
チ
や
道
標
、
あ
ず
ま
屋
な
ど
の
歩
道

設
備
の
点
検
を
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
管
轄
す
る
環
境
省
／
富
士

五
湖
管
理
官
事
務
所
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
共
に
５
月
16
日(

木)

に
大
平
山
、
５

月
24
日(

金)

に
三
湖
台
を
合
同
で
点
検
巡
回

し
ま
し
た
。 

枝
が
折
れ
て
落
ち
そ
う
な
危
険
な
ア
カ
マ
ツ

な
ど
幾
つ
か
対
処
が
必
要
な
個
所
が
あ
り
ま

し
た
が
、
今
後
も
東
海
自
然
歩
道
を
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
点
検
を
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

５
月
26
日(
日)

、
河
口
湖
の
大
石
公
園
周

辺
に
て
、
富
士
河
口
湖
町
、
富
士
山
ク
ラ
ブ
、

そ
の
他
協
力
団
体
と
共
に
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
中
で
も
、
こ
こ
数
年
力
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
い
る
の
は
、
ア
レ
チ
ウ
リ(
特
定
外
来

生
物)

や
オ
オ
ブ
タ
ク
サ(

要
注
意
外
来
生
物)

な
ど
の
駆
除
で
す
。 

 

当
日
は
地
元
企
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
も

あ
り
、
約
１
５
０
名
で
行
い
ま
し
た
。 

 

炎
天
下
の
た
め
、
短
時
間
で
し
た
が
皆
さ
ん

集
中
し
て
駆
除
作
業
に
取
り
組
ん
で
戴
け
ま

し
た
。 

※
別
頁
の
記
事
も
併
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。 

  

 
２
０
１
９
年 

３
月
～
６
月 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
報
告 

富
士
山
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事
業 

河
口
湖
一
万
人
清
掃 

環
境
省
と
の
合
同
巡
回 

階段設備の点検 (大平山にて) 

枝が折れて落ちそうなアカマツ (三湖台にて) 

土の中からゴミを掘り出して分別 

活動後、野口健さんと一緒に 



 

５
月
30
日(

木)

、
山
梨
県･

静
岡
県･

神
奈

川
県
の
三
県
合
同
で
富
士
箱
根
伊
豆
地
域
の

不
法
投
棄
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
富
士
山

レ
ン
ジ
ャ
ー
も
参
加
し
ま
し
た
。 

 
  

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
担
当
区
域
に
お
い

て
プ
ラ
ン
タ
ー
や
自
動
車
の
部
品
等
の
不
法

投
棄
を
発
見
・報
告
し
ま
し
た
。 

 

５
月
31
日(

金)

、
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
５
合
目
に

て
、
自
主
防
災
協
議
会
他
関
係
諸
団
体
合
同

で
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

        

 
 

 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
一
般
客
と
登
山
客
の

避
難
誘
導
班
に
加
わ
り
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
３

に
引
き
上
が
っ
た
想
定
で
、
避
難
誘
導
の
流
れ

や
経
路
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

に
は
、
オ
ー
プ
ン
当
初
よ
り
「世
界
遺
産
・

富
士
山
」を
紹
介
す
る
南
館
に
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
解
説
業
務
を
行

う
機
会
は
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
自
ら
が

実
際
に
富
士
山
の
保
全
活
動
を
実
践
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
、
こ
の
度
富

士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
志
願
し
ま
し
た
。 

 

日
本
に
お
い
て
や
は
り
富
士
山
は
傑
出
し

た
影
響
力
を
持
つ
存
在
。
「富
士
山
の
自
然

を
守
る
」と
い
う
と
身
に
余
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
「自
然
の
一
員
と
し
て
」と
自
分

流
に
解
釈
し
た
テ
ー
マ
を
胸
に
、
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
学
び
深
め
た
も
の
を
、
皆
さ

ん
に
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

初
め
ま
し
て
。
こ
の
度
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー

と
な
り
、
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

私
は
歩
く
こ
と
が
好
き
で
、
自
然
に
触
れ
、
楽

し
か
っ
た
経
験
を
得
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
自

然
保
護
や
、
そ
の
た
め
の
環
境
保
全
に
興
味

を
持
ち
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
仕
事
と
し
て

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
志
望
し
ま
し
た
。 

 

世
界
遺
産
で
あ
る
こ
の
エ
リ
ア
は
多
く
の
自

然
、
歴
史
が
あ
り
、
覚
え
る
こ
と
や
対
応
す

る
事
案
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
日
々
諸
先
輩
か

ら
多
く
を
学
び
、
一
日
も
早
く
成
長
し
て
富

士
山
を
取
り
巻
く
素
晴
ら
し
い
環
境
を
皆
さ

ま
に
ご
紹
介
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

 
 

五
合
目
自
主
防
災
訓
練 スバルライン五合目での開会式の様子 避難誘導の様子 

富士山世界遺産センター２階テラスにて 不法投棄の発見 

山
静
神
合
同
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル 

新
任
レ
ン
ジ
ャ
ー
紹
介 

若
木 

俊
一
郎 

レ
ン
ジ
ャ
ー 

そ 

ぶ 

え 

 
 

祖
父
江 

章
好 

レ
ン
ジ
ャ
ー 

(

５
月
26
日
ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
活
動
に
て
撮
影) 

(

６
月
８
日
焼
間
清
掃
活
動
に
て
撮
影) 



 
令
和
元
年
は 

 
富
士
登
山
で
決
ま
り
！ 

 

日
本
一
高
い
富
士
山
へ
登
る
際
は
、

二
つ
の
注
意
す
べ
き
症
状
が
あ
り
ま

す
。 

 

一
つ
目
は
、
高
山
病
、
二
つ
目
は
、
低

体
温
症
で
す
。
ま
ず
、
高
山
病
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。
標
高
２
５
０
０
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
と
酸
素
濃
度
が
平
地

の
二
分
の
一
程
度
と
な
り
高
山
病
を

発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。 

富
士
山
五
合
目
の
標
高
は
、
２
３
０
５

メ
ー
ト
ル
で
す
。
高
山
病
予
防
の
た
め

に
五
合
目
に
着
い
て
「す
ぐ
に
出

発
！
」で
は
な
く
五
合
目
の
標
高
（環

境
）に
身
体
を
慣
ら
す
時
間
を
１
～
２

時
間
程
度
と
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
時
間

を
使
い
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
で
富
士

山
の
情
報
を
得
た
り
、
セ
ン
タ
ー
前
で

準
備
運
動
（ス
ト
レ
ッ
チ
）を
行
い
出
発

し
ま
し
ょ
う
。
登
山
中
は
、
深
い
呼
吸

を
心
掛
け
普
段
の
半
分
の
ペ
ー
ス
で

ゆ
っ
く
り
歩
く
こ
と
、
水
分
補
給
を
こ

ま
め
に
行
う
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
で
も
初
期
症
状
の
頭
痛
、
食

欲
低
下
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
全
身
倦
怠

感
や
脱
力
感
を
感
じ
た
ら
無
理
を
せ

ず
下
山
を
し
ま
し
ょ
う
。
高
度
を
下

げ
る
こ
と
が
高
山
病
の
最
良
の
対
応

策
で
す
。 

 

次
に
低
体
温
症
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。
標
高
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
に
満
た

な
い
低
山
や
、
真
夏
で
も
低
体
温
症
は 

休
憩
と
水
分
補
給 

 
 

 

富
士
登
山
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
高

山
病
や
低
体
温
症
の
予
防
が
大
切
で
あ
り
、
そ

れ
に
は
「休
憩
」と
「水
分
補
給
」、
「糖
質
の
補

給
」が
重
要
で
す
。 

 

五
合
目
か
ら
六
合
目
の
間
は
、
30
分
に
一
度

休
憩
と
水
分
補
給
等
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
身
体

が
慣
れ
て
き
た
ら
、
約
１
時
間
を
目
安
に
10
分

か
ら
15
分
程
度
の
休
憩
を
と
り
、
歩
く
ペ
ー
ス

を
安
定
さ
せ
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
気

分
が
落
ち
着
く
と
自
分
の
身
体
の
変
化
に
も
気

付
き
易
く
な
る
で
し
ょ
う
。
休
憩
を
と
る
際
に

は
、
水
分
や
糖
質
の
補
給
、
装
備
の
確
認
や
ウ
ェ

ア
の
調
整
を
し
ま
し
ょ
う
。
休
憩
場
所
は
、
他
の

登
山
者
の
邪
魔
に
な
ら
ず
落
石
等
の
危
険
の
な

い
比
較
的
広
く
ゆ
っ
く
り
休
め
る
場
所
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。 

発
症
し
ま
す
。
季
節
や
標
高
に
関
係
あ
り
ま

せ
ん
。
人
間
が
生
命
維
持
を
す
る
た
め
の
脳
や

心
臓
、
肺
と
い
っ
た
器
官
の
温
度
（深
部
体
温
）

が
35
度
以
下
に
下
が
る
と
命
に
か
か
わ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
初
期
症
状
は
、
寒
気
、
全
身

の
震
え
で
す
。
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
意
識
障
害
が

生
じ
ま
す
。
低
体
温
症
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
雨
具
、
防
寒
具
を
着
用
す
る
、
濡
れ
た
衣

類
は
着
替
え
る
、
糖
質
等
を
こ
ま
め
に
摂
る
、

冷
た
い
雨
風
を
防
ぐ
、
意
識
的
に
温
か
い
も
の

を
飲
む
等
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。 

 

元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
り
新
し
い
幕

開
け
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
令
和
が
充

実
す
る
よ
う
に
日
本
一
の
富
士
山
に
登
ら
な
い

手
は
な
い
で
す
よ
ね
。
一
生
に
一
度
と
い
う
人
。

新
た
な
思
い
で
再
び
富
士
山
に
登
ろ
う
と
い
う

人
。
令
和
元
年
は
富
士
登
山
で
決
ま
り
！ 

 

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合
目
か

ら
山
頂
ま
で
の
標
高
差
は
、
１
５

０
０
メ
ー
ト
ル
余
り
も
あ
り
、
行

程
の
半
分
は
標
高
３
０
０
０
メ
ー

ト
ル
以
上
な
の
で
体
力
的
な
限

界
や
高
山
病
な
ど
の
危
険
も
伴

う
登
山
で
も
あ
り
ま
す
。
富
士

山
へ
登
る
際
に
は
、
「よ
り
安
全

で
快
適
な
登
山
」に
し
た
い
で
す

よ
ね
。
「安
全
で
快
適
な
登
山
」

を
す
る
た
め
に
、
山
小
屋
を
利

用
し
て
一
泊
二
日
の
富
士
登
山

を
計
画
し
心
も
身
体
も
ゆ
と
り

の
あ
る
登
山
を
お
勧
め
し
ま

す
。
そ
れ
で
は
富
士
登
山
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

高山病と低体温症 

 

現
在
、
富
士
山
に
は
４
つ
の
ル
ー

ト
が
あ
り
ま
す
。
須
走
、
御
殿
場
、

富
士
宮
、
そ
し
て
吉
田
ル
ー
ト
。

都
心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利
な
こ

と
も
あ
り
、
多
く
の
人
々
が
吉
田

口
登
山
道
か
ら
富
士
山
の
山
頂
を

目
指
し
ま
す
。 

 

今
回
は
、
吉
田
ル
ー
ト
に
お
け

る
富
士
登
山
に
つ
い
て
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

夏
の
開
山
期
間
中
に
富
士
山
頂

へ
と
向
か
う
人
の
数
は
、
年
間
約
三

十
万
人
近
く
に
も
上
り
ま
す
。
吉

田
ル
ー
ト
は
、
そ
の
う
ち
の
約
60

パ
ー
セ
ン
ト
の
人
々
が
富
士
山
頂

を
目
指
す
ル
ー
ト
で
す
。 

令和 



 
準
備 

・
吸
水
速
乾
性
素
材
の
ウ
ェ
ア
、
ア 

 

ン
ダ
ー
ウ
ェ
ア 

・
フ
リ
ー
ス
、
ダ
ウ
ン
等
の
保
温 

 

ウ
ェ
ア 

・レ
イ
ン
ウ
ェ
ア
（上
下
別
） 

・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ 

・
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ 

 
 

 
 

 

サ
ン
グ
ラ
ス
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ポ
ー
ル
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
グ
ロ
ー
ブ
、

ス
パ
ッ
ツ
、
帽
子
、
日
焼
け
止
め
、

ゴ
ミ
袋
、
小
銭
、
行
動
食
、
飲
料

水
、
常
備
薬
等
。 

 

装
備
は
、
登
山
用
の
も
の
が
良
い

で
す
。
準
備
も
怠
ら
ず
に
万
全

に
。 ※

六
合
目
安
全
指
導
セ
ン
タ
ー

に
て
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
の
無
料
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
是
非
活
用
し
て
安
全
に
登

山
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。  

 
 
 
 
 
 

 

ま
た
、
安
全
対
策
と
環
境
保
全

の
為
に
富
士
山
五
合
目
か
ら
先
へ

行
か
れ
る
全
て
の
方
を
対
象
に
富

士
山
保
全
協
力
金
（
一
〇
〇
〇

円
）
の
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 富

士
山
の
ト
イ
レ
は
チ
ッ
プ
制
で

す
。
（
小
銭
の
用
意
を
忘
れ
ず
に
） 

 

山
小
屋
に
つ
い
て 

 

富
士
山
の
山
小
屋
は
予
約
制
で

す
。
天
候
等
の
事
情
で
キ
ャ
ン
セ

ル
す
る
場
合
は
必
ず
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。
山
小
屋
は
一
般
の
宿
泊

施
設
と
は
違
い
と
て
も
簡
素
で

す
。
食
事
を
し
て
ゆ
っ
く
り
身
体

を
休
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
多
く
の

登
山
者
が
休
憩
し
て
い
る
の
で
、

静
か
に
過
ご
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 

  

い
ざ
、
富
士
山
頂
へ 

  
 

 

 

五
合
目
か
ら
六
合
目
は
緩
や
か

な
道
を
た
ど
る
ル
ー
ト
で
す
。
泉
ヶ

滝
ま
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
し
な

が
ら
六
合
目
安
全
指
導
セ
ン
タ
ー

ま
で
歩
き
ま
し
ょ
う
。
セ
ン
タ
ー
に

到
着
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
貸
り
た
ら
い

よ
い
よ
富
士
山
頂
ま
で
の
登
山
が
始

ま
り
ま
す
。 

 
 

 

六
合
目
か
ら
は
砂
礫
の
ジ
グ
ザ
グ

道
を
歩
き
ま
す
。
こ
こ
か
ら
先
は
日

影
が
少
な
い
の
で
天
候
に
よ
り
日
焼

け
止
め
対
策
を
万
全
に
。
ジ
グ
ザ
グ

道
の
先
に
山
小
屋
郡
が
見
え
て
き
た

ら
あ
と
少
し
で
七
合
目
で
す
。 

 

 

 

 

溶
岩
の
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
岩
場
を

登
る
途
中
に
富
士
山
屈
指
の
急
登

が
あ
り
ま
す
。
一
歩
一
歩
確
実

に
。
七
合
目
最
上
部
の
山
小
屋
を

越
え
て
岩
場
を
登
る
と
、
い
よ
い
よ

標
高
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え

ま
す
。
そ
し
て
八
合
目
の
救
護
所

を
併
設
し
た
太
子
館
に
到
着
。  

本
八
合
目
～
吉
田
口
山
頂 

富士登山オフィシャルサイト：http://www.fujisan-climb.jp/ 

注意：ここに記載されているものは基本的な

富士登山の情報です。必ず「富士登山オ

フィシャルサイト」で入念に下調べをして富士登

山を成功させましょう。 

五
合
目
～
六
合
目 

六
合
目
～
七
合
目 

七
合
目
～
八
合
目 

八
合
目
～
本
八
合
目 

下
山
に
つ
い
て 

 

傾
斜
の
あ
る
ジ
グ
ザ
グ
道
を
登

り
、
九
合
目
を
越
え
ま
す
。
最
後
に

息
を
整
え
て
ゆ
っ
く
り
と
鳥
居
を

く
ぐ
る
と
久
須
志
神
社
が
あ
り
ま

す
。
吉
田
口
山
頂
に
よ
う
や
く
到

着
で
す
。 

 

八
合
目
の
須
走
口
と
の
分
岐
で

道
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
要
注

意
。
そ
こ
か
ら
は
埃
の
舞
う
長
い
ジ

グ
ザ
グ
道
を
降
り
て
い
き
ま
す
。
緊

急
避
難
小
屋
と
七
合
目
ト
イ
レ
が

あ
り
ま
す
が
、
山
頂
で
水
分
の
補

充
、
ト
イ
レ
を
済
ま
せ
て
か
ら
下
山

し
て
下
さ
い
。 

 

富士登山オフィシャルサイトより 

あ
る
と
便
利
な
も
の 

 

こ
の
あ
た
り
か
ら
高
山
病
の
症
状

が
特
に
出
易
く
な
り
ま
す
。
一
日

目
は
予
約
し
た
山
小
屋
で
ゆ
っ
く

り
休
ん
で
翌
日
に
備
え
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
須
走
口
と
の
合
流

地
点
の
本
八
合
目
ま
で
は
比
較
的

緩
や
か
な
砂
礫
道
で
す
が
、
休
憩

を
忘
れ
ず
焦
ら
ず
に
ゆ
っ
く
り
登

り
ま
し
ょ
う
。 

http://www.fujisan-climb.jp/


ば
簡
単
に
枯
死
し
て
し
ま
う
の
で
、
小
さ
い
う

ち
に
抜
き
取
る
こ
と
が
楽
で
確
実
な
駆
除
と

な
る
。
ま
た
非
常
に
多
く
の
種
子
を
生
産
す

る
の
で
、
結
実
前
の
駆
除
が
重
要
だ
。
花
を
つ

け
始
め
る
8
月
下
旬
ま
で
に
駆
除
し
な
け

れ
ば
、
ス
ズ
メ
バ
チ
が
寄
っ
て
き
て
危
険
な
上
、

1
株
で
数
百
～
数
千
個
の
種
子
を
つ
け
る
た

め
、
次
の
年
に
は
ま
た
元
通
り
に
な
っ
て
し
ま

う
。
数
年
経
っ
て
か
ら
発
芽
す
る
種
子
も
あ

る
の
で
、
継
続
し
て
駆
除
活
動
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。 

 

河
口
湖
の
ア
レ
チ
ウ
リ
は
２
０
１
３
年
に
河

口
湖
ア
レ
チ
ウ
リ
一
掃
作
戦
実
行
委
員
会

（富
士
河
口
湖
町
、
山
梨
県
富
士
山
科
学
研

究
所
、
富
士
山
ク
ラ
ブ
、
山
梨
県
富
士
山
レ

ン
ジ
ャ
ー
）を
組
織
し
、
毎
年
、
駆
除
活
動
を

行
っ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
根
絶
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
私
有
地
や
耕
作
放
棄
地
、
人
が
入
り
込

め
な
く
て
駆
除
活
動
の
実
施
が
困
難
な
場
所

に
も
繁
茂
し
て
お
り
、
人
手
も
足
り
な
い
状

況
だ
。
そ
し
て
一
般
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
も
一
因
で
あ
る
。
是
非
、
家
の
畑
な
ど

を
見
回
り
し
て
、
ア
レ
チ
ウ
リ
や
そ
の
他
の
外

来
種
が
生
息
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
確
認
し

て
ほ
し
い
。 

 
特
定
外
来
生
物
に
つ
い
て
は
環
境
省
のH

P
（http

s:/
/
w

w
w

.en
v
.g

o
.jp

/
n
atu

re/

in
tro

/
in

d
ex.h

tm
l

）な
ど
を
参
考
に
し
、
在

来
種
と
外
来
種
の
区
別
を
し
っ
か
り
つ
け
て
か

ら
活
動
す
る
よ
う
に
し
よ
う
。 

外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
、
河
川
敷
や

湖
畔
な
ど
を
中
心
に
全
国
的
に
広
が

り
を
み
せ
て
い
る
。 

 

ア
レ
チ
ウ
リ
は
非
常
に
繁
殖
力
が

高
く
、
他
の
植
物
に
覆
い
か
ぶ
さ
り

光
を
さ
え
ぎ
っ
て
枯
ら
し
て
し
ま
う
。

河
口
湖
で
は
大
石
地
区
な
ど
の
湖
畔

に
よ
く
見
ら
れ
、
夏
に
な
れ
ば
ヨ
シ
に
覆
い
か

ぶ
さ
っ
て
い
る
の
が
観
察
で
き
る
。
さ
ら
に
は

キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
が
花
の
蜜
に
つ
ら
れ
て
寄
っ

て
く
る
の
で
、
在
来
植
物
へ
の
被
害
だ
け
で
な

く
、
人
的
被
害
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

 
ア
レ
チ
ウ
リ
を
駆
除
す
る
た
め
に
は
、
地
道

に
根
か
ら
抜
い
て
い
く
し
か
な
い
。
し
か
し
ツ

ル
や
根
が
残
っ
て
い
る
と
そ
こ
か
ら
再
生
し
て

し
ま
う
の
で
、
ツ
ル
を
た
ど
っ
て
確
実
に
根
っ
こ

を
引
き
抜
か
な
い
と
い
け
な
い
。
高
い
繁
殖
力

を
持
っ
て
い
て
も
、
根
っ
こ
か
ら
抜
い
て
し
ま
え

 

今
回
の
「
富
士
さ
ん
歩
」
は
外
来
生
物
の
お

話
。
現
在
、
国
内
に
は
た
く
さ
ん
の
外
来
生

物
が
入
っ
て
き
て
い
る
。
多
く
の
人
は
外
来
生

物
と
聞
く
と
ア
ラ
イ
グ
マ
や
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
な

ど
を
思
い
浮
か
べ
る
と
思
う
が
、
富
士
山
の

周
り
に
も
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
や
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ

ウ
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
、
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
な

ど
た
く
さ
ん
の
外
来
植
物
が
移
入
し
て
き
て

お
り
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
中
で
も
ア
レ
チ
ウ
リ
と
い
う
ウ
リ
科
の

植
物
は
環
境
省
の
定
め
る
駆
除
す
べ
き
特
定

アレチウリにより押しつぶされたヨシ 

富
士 さ

ん
歩 

要注意外来生物のオオブタクサ 

アレチウリの幼芽。きゅうりに似ている 

駆除活動の様子 



山ごはんのすすめ 

 ニューズレター読者のみなさん！！ 山に登っていますか？ 山で何を食べてますか？ 山で食べるごはんって美味しい

ですよね！ 山好きの富士山レンジャーが、アウトドアでいただく簡単なメニューのうち、現地に携帯用のガスバーナーやクッ

カーを持って行って、さっと作れる３種をご紹介します。 

バゲットとトマトのスープ 

１．バゲットは３～４センチの厚さに切って網であぶる。 

２．トマトの水煮（缶または紙パック）に水とコンソメを 

  適量入れて火にかける。 

３．沸騰したら火を止めてキャンディー型のチーズを好 

  きなだけ入れる。 

野菜たっぷりのスープパスタ 

１．お湯を沸かし、干し野菜を入れてゆでる。 

２．１へ早ゆでパスタ（3分でゆであがるパスタ）を入れてゆでる。 

３．ミネストローネスープの素を入れた器にゆで汁を少し注いで溶かす。 

４．干し野菜とパスタを３に入れて混ぜ、味を見ながらゆで汁を足す。 

５．ローストガーリックを載せる。  

 焼き鳥缶とコンビニおにぎりの雑炊 

１．缶詰の焼き鳥を*シェラカップ*に入れる。 

２．おにぎりをその上に置く 

３．お湯を適量注ぎ、ほんだし少々を入れる。 

４．火にかけて、沸騰したらネギを入れて出来上がり。 

チーズがトロトロ！！火を止めてから入れる

ので溶けてしまわないけれどふわふわ！ 

あぶったバケットのカリカリと相性抜群。 

干し野菜は家で用意を。ニンジン、ピーマン、ズッキー

ニ、タマネギなどを食べやすい大きさに切って、1～3

日（好みと天候状況による）日光の下で干す。 

ガスカートリッジ(右) 

 

ガスバーナー(左) 

2つ（右と左）を接続 

するとこうなります 

完成図 

アルミの食器セット 

＊登山用品店へ行くと山岳用・キャンプ 

 用の調理道具が揃っています。 

*シェラカップ* 

両者とも火にかける
こともできますが持
ち手が熱くなるので
軍手などをして調理
しましょう。 

調理の際は、平らな地面

やテーブルの上で直接

風が当たらないよう工夫

して行って下さい。また、

不安定なので調理中や

調理後にうっかり倒さな

いよう注意しましょう。 
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展
示
紹
介  

  
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
は
、
富
士

山
の
約
１
０
０
０
分
の
１
の
ス
ケ
ー
ル
で
つ
く

ら
れ
た
「
冨
嶽
三
六
〇
」
を
は
じ
め
と
し

て
、
様
々
な
展
示
物
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
、
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
展
示

物
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

● 

富
士
山
ゲ
ー
ト 

 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
南
館
に

入
る
と
、
大
き
な
鳥
居
を
模
し
た
、
「
富
士

山
ゲ
ー
ト
」
が
来
館
者
を
お
迎
え
し
ま
す
。 

 

一
説
に
よ
る
と
、
鳥
居
に
は
「
鳥
居
よ
り

先
は
神
様
の
領
域
」で
あ
る
こ
と
を
意
味
す

る
そ
う
で
す
。 

 

富
士
山
ゲ
ー
ト
は
鳥
居
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
神
聖
な
富
士
山
へ
と
登
る
よ
う
な

気
持
ち
で
、
二
階
に
上
が
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 

 
 

  
 

 
 

 

●
 

冨
嶽
三
六
〇
と
御
中
道 

 

二
階
に
上
が
る
と
、
目
の
前
に
は
２
０
１
６

年
に
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ア
ワ
ー
ド
を
受
賞
し

た
「
冨
嶽
三
六
〇
」を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

冨
嶽
三
六
〇
を
ぐ
る
っ
と
一
周
す
る
回

廊
は
、
富
士
山
の
、
「御
中
道
」と
呼
ば
れ
る

道
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

富
士
山
の
中
腹
を
一
周
す
る
御
中
道

は
、
か
つ
て
富
士
講
の
行
者
た
ち
の
中
で
も

と
り
わ
け
重
要
な
修
行
の
地
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

御
中
道
で
修
行
を
す
る
た
め
に
は
、
富
士

登
山
の
経
験
と
、
誓
約
書
な
ど
が
無
け
れ

ば
通
る
許
可
が
下
り
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

御
中
道
回
廊
を
ま
わ
る
こ
と
で
、
富
士
山

の
御
中
道
を
疑
似
体
験
で
き
ま
す
。 

 
ま
た
、
回
廊
の
北
側
で
ご
覧
い
た
だ
け
る

映
像
で
は
、
富
士
山
の
自
然
や
人
々
の
信

仰
に
つ
い
て
の
様
子
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

●
 

ふ
じ
め
ぐ
り 

 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
用

ア
プ
リ
で
あ
る
「ふ
じ
め
ぐ
り
」を
活
用
し

て
館
内
を
巡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
の

展
示
を
、
「ふ
じ
め
ぐ
り
」を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
見

て
み
る
と
、
画
面
の
中
で
人
物
が
動
き
出
し

ま
す
。 

 

こ
の
神
社
は
、
富
士
山
を
北
側
か
ら
仰
ぎ

見
る
場
所
で
、
１
４
８
０
（文
明
12
）年
に
、

「富
士
山
大
鳥
居
」が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

社
殿
は
16
世
紀
に
建
立
さ
れ
、
富
士
講
行

者
が
集
っ
て
大
い
に
栄
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
「冨
士
御
室
浅
間
神
社
」・「河
口

浅
間
神
社
」な
ど
の
展
示
も
同
様
に
動
き

ま
す
。 

 

ほ
か
に
は
、
「富
士
山
百
人
百
話
」も
ふ
じ

め
ぐ
り
を
利
用
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
展
示
で
は
、
富
士
山
に
関
連
す

る
人
々
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
A

R
で

動
き
出
し
た
り
、
話
し
た
り
す
る
歴
史
上

の
人
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 
 

●
 

富
士
山
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る

富
士
山
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
は
、
葛
飾
北
斎

や
歌
川
広
重
の
本
を
は
じ
め
と
し
て
、
資
料

集
・歴
史
書
・漫
画
な
ど
様
々
な
種
類
の
本

が
約
１
５
０
０
冊
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。  

 
 
 

 

入
館
は
無
料
で
す
。
本
を
読
み
に
来
る
だ

け
で
も
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。 

 
 

  

    

●
 

ふ
じ
め
ぐ
り
の
案
内
音
声 

 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
専
用
ア
プ

リ
「ふ
じ
め
ぐ
り
」に
採
用
さ
れ
て
い
る
案

内
音
声
は
、
有
名
な
元
プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ
ー

ヤ
ー
で
あ
り
、
日
本
一
ア
ツ
い
男
（？
）で
あ

る
松
岡
修
造
さ
ん
が
解
説
を
し
て
い
ま
す
。 

 

館
内
で
は
、
松
岡
修
造
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
動
画
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

富
士
山
に
登
る
前
に
一
度
、
様
々
な
展

示
で
解
説
す
る
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
で
楽
し
く
学
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

 

北口本宮冨士浅間神社 AR展示 

冨嶽三六〇と御中道 

富士山ゲート 

富士山ライブラリー 
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富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
調
査
研

究
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

 
昨
年
度
の
調
査
に
つ
い
て 

 

当
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
度
、
富
士
山
麓
に

存
在
す
る
、
信
仰
拠
点
と
な
っ
た
溶
岩
洞

穴
と
、
そ
れ
ら
を
結
ぶ
道
に
関
す
る
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

富
士
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
流
下
し
た
溶

岩
で
作
ら
れ
た
洞
穴
の
な
か
に
は
、
信
仰

の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま

す
。
国
指
定
天
然
記
念
物
の
船
津
胎
内
樹

型
は
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
近
世
に

は
多
く
の
富
士
講
行
者
が
参
拝
し

胎
内
潜

た
い
な
い
く
ぐ
り

（
洞
穴
を
胎
内
に
見
立
て
て
潜
る

行
為
）
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

 

 

富
士
講
の
行
者
は
、
富
士
山
へ
参
詣
す

る
道
の
傍
ら
に
、
あ
る
い
は
信
仰
の
場
そ
の

も
の
に
、
己
の
信
仰
を
示
す
石
造
物
を
建

立
し
ま
し
た
。
船
津
胎
内
周
辺
に
も
十
三

基
が
確
認
で
き
ま
す
が
、
例
え
ば
拝
殿
の

脇
に
立
つ
ひ
と
き
わ
巨
大
な
石
碑
は
、
明

治
九
年
に
丸
藤
講
の
創
始
者
高
田
（藤

井
）
藤
四
郎
の
百
回
忌
に
あ
た
り
建
て
ら

れ
た
も
の
で
、
藤
四
郎
が
船
津
胎
内
を
発

見
し
開
い
た
経
緯
と
講
員
八
百
余
名
の
名

前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
武
州
（埼

玉
）
・
総
州
（千
葉
）の
丸
明
講
は
、
現
在
の

第
十
六
号
溶
岩
樹
型
を
「た
い
様
御
胎

内
」
と
し
て
開
い
た
こ
と
を
記
し
た
石
碑

や
道
標
を
建
て
て
お
り
、
山
吉
講
や
御
神

酒
講
な
ど
も
紀
念
碑
を
造
立
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
石
造
物
は
、
当
時
か
ら
こ
の

場
所
が
信
仰
上
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
調
査
成
果
の
一
部
を
、
七
月

に
実
施
す
る
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

で
、
現
地
を
歩
き
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。 

 

セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
を
公
開 

 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要

『世
界
遺
産
富
士
山 

第
３
集
』を
発
行
し

ま
し
た
。
文
学
・民
俗
・考
古
・建
築
の
各

分
野
の
論
文
・報
告
の
ほ
か
、
前
述
の
溶
岩

洞
穴
の
信
仰
に
関
す
る
調
査
報
告
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

（http
:/

/
w

w
w

.fu
jisan

-
w

h
c.jp
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 企画展「富士山大鳥居 ―吉田口登山道の起点―」 

◇日 時 ７月２４日（水）～ ９月２３日（月） 

       （８月２７日は休館日） 

◇会 場 富士山世界遺産センター 南館 富士山ステーション 

◇内 容 吉田口登山道の起点となる富士山大鳥居（北口本宮冨士 

       浅間神社所在）について、その造立や造替などについて 

 広く紹介し、富士山の信仰のあり方を紹介します。  

▲無戸室浅間神社境内（船津胎内） 

◀
研
究
紀
要
『世
界
遺
産
富
士
山
』 

◀
「冨
士
一
山
北
口
明
細
御
絵
図
面
」 



山梨県富士山レンジャーが撮影した美しい風景や植物、富士山が抱えている問題などを紹介しています。 

富士山美化啓発キャンペーン 

             ボランティア大募集！！ 
 「美しい富士山を後世に引き継ぐために…」 

富士山ボランティアセンターでは、富士スバルラインのマイカー規制中の混雑日に、登山者や観光客にゴミの
持ち帰りなどを呼びかけるボランティアを募集します。また、富士山周辺の環境保全のための清掃活動も行
います。 

皆様の積極的なご参加、お待ちしております！！ 

 

 

実施期間：8月10日(土)～15日(木) ※期間中は何日でも参加できます。 

        9時集合～11時30分解散予定 

活動場所：山梨県立富士北麓駐車場(富士吉田市上吉田字剣丸尾5597-84) 

集合場所：富士山ボランティアセンター(南都留郡富士河口湖町船津6663-1) 

       (山梨県立富士山世界遺産センター北館内) 

募集人数：各日10名程度 

持ち物等：帽子、飲み物、カッパ、動きやすい服装等 

募集締切：8月7日(水) 午後5時まで 

応 募 先 
 〒401-0301 山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1(富士山世界遺産センター北館内) 

 富士山ボランティアセンター  ℡ 0555-20-9229 

 

 

今後の写真展開催日程   

6月28日(金)～7月30日(火) 

アウティングプロダクツエルク 

6月29日(土)～8月29日(木) 

談合坂サービスエリア(下り線) 

9月1日(日)～9月15日(日) 

山梨県立図書館 

9月13日(金)～10月10日(木) 

富士吉田市立図書館 

10月25日(金)～11月11日(月) 

河口湖ショッピングセンターベル 

富士山美化啓発キャンペーン 


